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早
川
康
弐
さ
ん
と
社
会
主
義

「
日
本
反
帝
同
盟
」

へ
の
参
加

一
次
世
界
大
戦
の
以
前
、
山
下
生

下
川
の
時
代
か
ら
、

勇

社
会
主
義
の
思
想
を

ι持
、
実
践
の
行
動

H

に
参
加
し
、

「
�
 本氏
今
川
市
川
盟
」

(
正
式
に
は

「
一
比
帝
凶
、
王
義
・
此
族
独
立
支
持
同
盟
円
本
主
部
」

を
、
七
裂
な
舞
台
と

M

し
て
活
動
し
て
い
た
〈

こ
の

「
反
帝
同
盟
」
は
そ
れ
以
前
に
存
在
し
て
い
た

「
対
支
非
干
渉
川
円
山
」

(
山
本
宣
治
委
員
長
)
・
「
戦
争
反
対

同
盟
」

を
受
け
継
い
で
一
九
て
九
年
に
結
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

一
九
二
八
�
 
1
-
宇
九
年
に
は
、

日
本
共
岸
党
に
対

す
る
う
ち
続
く
大
弾
庄
が
あ
り
、

活
動
は
ほ
と
ん
ど
非
合
法
的
な
活
動
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

一
九
二
九
年

(
早
川
さ
ん
が
大
学
に
入
っ
た
年
)
、

パ
リ
で

「
国
際
反
帝
同
盟
」

(
「
帝
国
主
義
に
反
対
 
、
民
族
独

立
を
卜
ペ
持
す
る
凶
即
日
川
盟
」
)

が
成
立
し
た
。

日
本
で
は
、
片
山
潜
が
創
立
か
ら
参
加
し
、

代
去
委
員
会
の
一
人
に
も

な
っ
て
い
た
�
 
川
際
反
一
山
巾
同
盟
の
第
二
阿
世
界
大
会
は

九
年
七
月
に
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
卜
・
ア
ム
・
マ

イ
ン
で
閣
か
れ
た
が
、
�
 

L

u本
代
表
に
は
、

干
田
是
也
、

堀
江
川
出
一
、

二
宅
定
之
助
、
平
野
義

片

同
崎

太
郎
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
‘
一
九
年
十
一
月
七
日
、

「
反
帝
叶
盟
日
本
支
部
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
三
年
、

上
海
に

「
反
戦
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
が
、

門
本
も
そ
の
方
針
に
従
い
、

パ
リ
同
際
反
戦
委
民
会

H

の
日
本
主
部
ー
と
し
て

「
�
 本
反
戦
委
員
会
」

も
結
成
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
統
一
戦
線
の
方
針
に
も
と
一
、
つ
い
て
広
汎

な
層
を
合
め
て
ん
い
法
的
に
活
動
す
る
努
力
が
始
め
ら
れ
た

全
同
で
川
動
が
展
開
は
さ
れ
た
が
、

す
で
に
と
き
に
町
一
く
、

こ
、
っ
し
て
、

平
和
、
モ
義
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
記
布
な
ど
、

戦
争
情
勢
が
進
む
に
つ
れ
、
労
働
苫
階
級
、

左
翼
組
織

か
ら
仏
教
徒
の
宗
教
団
体
ま
で
反
戦
グ
ル
ー
プ
は
弾
圧
さ
れ
、
撃
破
さ
れ
て
、
大
衆
運
動
は
一
掃
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

一
九
二
八
年
か
ら
一
二
�
 0年
代
初
め
に
は
活
動
家
は
数
万
人
の
逮
捕
が
さ
れ
て
お
り
、

一
万
、

杜
会
民
主
主

義
グ
ル
ー
プ
は

「
ぷ
業
報
告
会
」

に
追
臨
し
て
、

一
戦
下
向
�
 H
体
制
に
組
織
さ
れ
て
ゆ
く
〈

早
川
さ
ん
が
八
山
に
入
学
し
た
頃
は
、

数
学
と
物
理
ば
か
り
ぐ
っ
て
い
る

「
模
範
作
」

で
、
「
そ
れ
以
外
は
倫
理
学

を
出
党
卜
川
一
と
し
て
、

人
間
は
何
を
日
的
に
生
き
て
い

よ
い
か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
」

い
た
学
生
だ
と
書

(
「
以
甘
い
川
盟
の
思
い
出
」
)
が
、
一
ハ
巾
大
物
刊
小
利
に
入
学

(
一
九
二
九
年
 4

九
歳
)

し
た
宇
一
一
一
�
 O
年
に
、

先
輩
の
友
人
で
二
口
問
か
ら
物
用
に
入
っ
て
い
た
中
島
正
氏

(
「
哲
学
問
」

で
丈
部
省
圧
迫
を
受
け
た
中
品
徳
蔵
さ
ん
。

一
九
二
九
年
頃
は
東
洋
大
学
学
長
|
|
の
次
男
)

r

の
勧
め
で

「
円
本
反
ず
(
巾
川
盟
」

に
入
っ
た
。

早
川
さ
ん
は
、

フ
て
の

に
活
動
し

制
織
で
非
合
法
、

パ
ン
フ
や
機
関
紙
の
配
布
、

ド
イ
ツ
語
の
左
賀
丈
献
の
翻
訳
、

労
働
者
へ
の
組
織
な
�
 

年

H

I
l
ypl

歳
)
ゆ
}
ヰ
品
、

東
京
・
四
谷
左
門
町
で
の

「
反
伝
川
盟
」
第
一
回
全
国
大
会
(
第
一

グ
ル
�
 

特
い
い
川
警
察
に
よ
っ
て
全
�
 
が
逮
捕
さ
れ
、

叶
�
 

(二 
O

-h
の
会
場
で
、

企
豆
、

〈
糸
ゎ
ト
�
 

u
f
川
さ
ん
の
活
動
も
不
可
能
に
な
一
っ
て
し
ま
っ

、
ベ
ジ
仁
川
本
民
俗
同
叩
の
機
関
紙

れ
一
号
紙
面
掲
載
)
�
 

てと
口 
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こ
と
を
や
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
方
向
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、

と
あ
る
。

か
ら
、

早
川
さ
ん
の

「
反
帝
同
盟
」

に
つ
い
て
の
評
価

こ
の

「
反
帝
同
盟
」

に
参
加
し
、
活
動
し
て
い
た
時
期
の
こ
と
は
、
戦
後
に
な
っ
て
早
川
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
の
記

l
録
を
述
べ
て
い
る
。

例
え
ば
、

ー
�
 の

増
大
に
つ
れ
、

世
界
で
も
日
本
で
も
戦
争
反
対
の
運
動
が
重
要
に
な
り
そ
れ
に
力
を
入
れ
た

の
惨
禍
を
宣
伝
し
、

戦
争
で
も
、
つ
け
る
の
は
誰
か
と
い
う
暴
露
を
や
る
し
、

反
対
運
動
の
行
動
を
組
織
す
べ
き
だ
と

も
反
帝
同
盟
の
文
献
は
少
な
く
、

勢
い
イ
ン
プ
レ
コ
�
 

得
な
か
っ
た
の

コ
ミ
ン
テ
ル
シ
第
六
回
大
会
は
、

戦
争
の
危
険
を
重
大
視
し
て

『
戦
争
に
反
対
す
る
闘
争
』

の
決
議

l

反
帝
同
盟
と
い
う
の
は
植
民
地
民
族
解
放
の
た
め
の
広
汎
な
統
一
行
動
組
織
で
あ
っ
た
筈
だ
が
、

戦
争
の
危
機

戦
争

o

そ
の
場
合
、

い
う
程
度
の
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
が
、

い
ろ
い
ろ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
山
て
来
た
。
文
献
を
し
ら
べ
よ
う
と
し
て

ル
な
ど
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
関
係
の
出
版
物
を
参
考
に
せ
ざ
る
を

l

〉
-
〉
、
ー

を
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
読
む
と
反
帝
同
盟
と
し
て
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
却
乙
て
オ
カ
旬

ミ
�
 

戦
争
が
起

戦
争
が
お
き
る
ま
で
は
あ
く
ま
で
戦
争
に
反
対
し
て
闘
い
、

に
く
く
な
っ
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は

反
戦
闘
争
に
お
い
て
、

平
和
主
義
者
に
対
す
る
闘
争
は
不
可
欠
で
あ

人
道
的
平
和
主
義
者
、
社
会
主
義
的
平
和
主
義
者
、

革
命
的
平
和
主

断
固
た
た
か
う
べ
き
で
あ
る
。
�
 

き
た
ら
内
乱
に
転
化
す
る
た
め
に
闘
う
(
・
旦

る
。
平
和
主
義
者
に
は
宗
教
的
干
和
主
義
者
、

義
者
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
敵
で
あ
る
�
 
c

か
ら
の
統
一
戦
線
を
つ
く
っ

¥ ー /  

t

III 

「
平
和
主
義
」

統
一
戦
線
は
下
か
ら
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
:
:
:
と
い
っ
て
い
た
。

私
は

的
な

一
方
余
り
尖
鋭
な
方
針
で
は
一
民
帝
同
盟

の
存
在
意
義
が
な
く
な
る
し
い
つ
も
迷
い
続
け
て
い
た
1
1
0

(
井
上
向
学
「
日
本
反
帝
同
盟
史
研
究
』

一
小
二
出
版

C
C

二
�
 
八
年

四
五
九

1
四
六

0
ペ
ー
ジ
)
一

こ
れ
は
著
者
、
井
上
氏
の

「
聞
書
き
」

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
井
上
氏
は
、
こ
の
著
書
で
、
「
早
川
氏
の

「
回
想
」

「
戦
争
の
危
機
の
増
大
に
つ
れ
、

世
界
で
も
日
本
で
も
戦
争
反
対
の
運
動
が
重
要
」

に
な
っ
て
き
て
い
る
時
期

に
「
反
帝
同
盟
と
し
て
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
が
真
剣
に
模
十
寸
相
さ
れ
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
そ

の
「
問
い
」
が
、

当
時
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
反
戦
闘
争
路
線
と
の
関
係
で
よ
り
複
雑
に
な
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
」

と
記
し
て
い
る
。

本
書
に
何
篇
か
採
録
さ
れ
た
「
反
帝
同
盟
」
に
関
係
す
る
早
川
さ
ん
の
文
章
で
は
、
ス
パ
イ
な
ど
官
憲
に
よ
る
破

壊
行
動
の
み
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
共
産
党
、
さ
ら
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
者
が
「
で
た
ら
め
な
」
方
針
を

与
え
、
そ
の
た
め
に
意
図
的
に
警
察
に
通
報
さ
れ
て
現
場
の
日
本
共
産
党
員
や
「
反
帝
同
盟
」
の
活
動
家
た
ち
が
逮

捕
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
組
織
の
中
で
除
名
さ
れ
た
り
、
追
放
さ
れ
た
り
し
て
、
混
乱
な
状
態
に
陥
れ
ら
れ
た
こ
と
を
、

c

か
な
り
率
直
に
指
摘
し
て
い
る
。
(
例
え
ば
「
反
帝
同
盟
一
花
書
記
長
津
金
常
知
氏
が
「
わ
が
青
春
に
悔
い
あ
り
』
と
な

げ
い
て
い
る
こ
と
の
背
景
」
)

こ
こ
は
反
帝
同
盟
そ
の
も
の
の
を
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
�
 こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
文
献

を
検
討
さ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
、
っ
。

井
上
品
子
「
日
本
反
帝
同
盟
史
研
究
」
不
二
出
版
二
�
 
八
年

柱
。
�
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田
中
真
人
「
一
九
二
一

0
年
代
日
本
共
産
党
史
論
」
コ
二
書
一
時
、
一
九
九
四
年
(
こ
の
本
の
う
ち
、
「
第
二
章
、
円
本

反
帝
同
盟
の
研
究
|
共
産
主
義
運
動
と
平
和
運
動
」
は
、
庄
吾
・
¥
¥
担
当
宅
配
�
 

・〕む� 

の
�
 

に
全
丈
転
載
さ
れ
て
い
る
。
)
�
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O

戦
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判

早
川
さ
ん
は
、
戦
後
、
つ
ぎ
つ
、
ぎ
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
ソ
述
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
あ
る
い
は
コ
ミ
、 

テ
ル
ン
な

J

O

ど
に
つ
い
て
の
著
作
十
記
録
を
す
ぐ
に
読
破
し
た 

υ

そ
し
て
、
戦
前
、
早
川
さ
ん
が
日
本
で
「
以
帝
川
匝
」
の
活
動

に
参
加
し
て
い
た
時
期
、 

FH
分
た
ち
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
日
本
共
比
党
の
方
針
の
絶
対
的
権
威
に
盲
信
し
て
い
た
こ

と
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
独
菩
的
例
入
崇
拝
主
義
や
多
数
の
同
志
へ
の
剥
清
な
ど
の
誤
り
を
知
る
こ
と
、
特
に
戦
前
、
広

範
な
反
戦
的
な
勢
力
へ
の
統
一
を
せ
ず
、
セ
ク
ト
的
な
方
策
を
採
り
、
統
一
戦
線
(
人
民
戦
線
)
を
時
期
的
に
聞
に

介
わ
な
く
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
理
解
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
早
川
さ
ん
は
、
戦
後
の
日
本
民
庄
中
一
地
に
人
党
は
す
る
が
、
共
産
党
が
ス
タ
ー
リ
ン
や
も
沢
東
な
ど
へ

の
信
奉
の
と
き
も
、
早
川
さ
ん
は
批
判
的
な
姿
勢
を
持
九
杭
け
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
「
六
全
協
」

H

な
ど
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
の
早
い
時
期
か
ら
、
党
内
の
制
胞
会
誠
な
ど
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
や
毛
沢
収
の
批
判
を
率

直
に
発
言
し
続
け
た

セ
ク
ト
主
義
を
抑
え
た
大
衆
運
動

M

し
か
し
、
早
川
さ
ん
は
、
社
会
、
正
義
へ
の
支
持
は
最
後
ま
で
信
念
と
し
て
持
っ
て
い
た
。
前
衛
政
党
の
必
要
性
も
、

一
九
七 

年
ほ
ど
ま
で
も
っ
て
い
た
よ
う
で
、
日
本
共
産
党
の
方
針
や
姿
勢
に
強
い
批
判
は
維
持
し
な
が
ら
も
、
党

へ
の
批
判
を
公
的
な
発
表
は
抑
え
、
党
中
央
と
の
正
面
に
対
決
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
平
和
委
員
会
や
日
本
原
水
協

な
ど
の
大
京
運
動
の
中
で
、
セ
ク
ト
的
方
針
を
怖
心
押
え
て
、
幅
の
広
い
統
一
の
運
動
が
民
山
で
き
る
よ
う
に
努
力

を
続
け
た
。
と
り
わ
け
、 

7
王
要
打
撃
の
万
針
」
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
運
動
の
中
で
た
び
た
び
左
右
に
揺
れ
る
誤
り

に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
批
判
を
維
持
し
、
主
張
し
た
。

日
本
共
産
党
の
「
前
衛
』
一
九
仁
八
四
年
二
月
号
に
、
岡
本
健
太
郎
「
十
変
打
撃
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
」
と
い
う

丈
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
川
さ
ん
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
表
面
的
に
う
っ
か
り
読
ん
で
み

る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
主
持
し
、
「
¥
上
要
打
撃
す
」
を
、
巳
張
し
て
右
翼
社
民
グ
ル
ー
プ
へ
の
崎
い
批
判
を
述
べ
て
い
る


よ
う
に
乏
け
取
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
り
え
の
椛
関
誌
で
あ
る
た
め
に
一
一
ハ
葉
を
慎
重
に
選
び
な
が
ら
、


そ
の
頃
叱
内
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
み
が
闘
争
の 

的
で
、
古
田
内
閣
と
日
本
独
上
円
は
闘
争
の
目
標
で
は
な
い
と
す


る
万
向
へ
の
批
判
を
指
摘
し
よ
う
と
い
、
つ
丈
で
あ
っ
た
よ
、
つ
だ
}


早
川
さ
ん
は
、
運
動
の
中
の
他
の
メ
ン
バ
ー
で
，
戦
争
中
に
協 

し
て
い
た
人
や
、
批
判
的
意
見
を
持
っ
て
い
る


人
び
と
が
あ
っ
て
も
、
早
川
さ
ん
は
運
動
か
ら
特
定
の
人
を
除
外
し
た
り
、
疎
外
す
る
姿
勢
は
も
た
ず
、
意
見
は
交


換
し
一
つ
つ
も
会
緒
に
仕
事
を
進
め
た
。


じ
か
し
、
ゐ
九
七 

年
以
後
、
原
水
協
で
の
混
見
の
あ
と
、
つ
い
に
日
本
共
産
党
か
ら
も
離
反
し
た
一
党
内
に
残
っ

て
中
か
ら
誤
り
を
是
正
す
る
こ
と
は
ふ
小
可
能
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
日
以
伎
ま
で
、
山
民
運
動
な

ど
で
反
戦
活
動
に
参
加
・
支
援
を
続
け
ら
れ
た
。
(
「
早
川
さ
ん
と
反
戦
脱
走
米
兵
へ
の
支
援
」
参
照
)

戦
前
の
「
反
帝
同
盟
」
運
動
で
の
セ
ク
ト
主
義
、
個
人
へ
の
排
除
に
つ
い
て
の
経
験
は
、
戦
後
の
社
会
、
七
義
運
動
、

反
戦
運
動
の
中
で
は
、
太
い
線
と
し
て
早
川
さ
ん
の
生
き
方
、
姿
勢
の
中
心
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。 
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ぴ〕メ

「主リ
糸カ
のの

一
九 

A
O

九
年 

月
ソ
連
の
経
済
学
者
ヴ
ァ
ル
カ
の
肝
一
界
恐
慌
到
来
の
予
言
は
的
中
し
ニ
ュ
ー
ヨ
!
ク
株
式
市
場

価大
格イJ
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ぷ事(塁塁塁空襲ig28墾争議殺現群雲寺門詳し
警視，)I語差益� 2む誌で晶区民話髭そ弘古弓� :γ 

firii議錯誤i記iL
引� .L開

!tへ撃をでキイラトス定;{:ヂを日七月…十 

Sψ 
剛蜘

早
川
康
弐
氏
と
社
会
主
義

反
帝
同
盟
加
盟
の
背
景

早
川
康
弐
氏
が
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
物
珂
一
学
科
に
入
学
し
た
の
は
一
九
二
八
年
、

市
川

自日

C
二 

蔵
の
と
き
で
あ
る
。
こ

の
こ
ろ
日
本
と
世
界
ほ
激
動
の
時
代
の
予
兆
を
ぽ
ら
ん
で
危
機
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
つ
だ
。

は
前
例
の
な
い
大
暴
落
を
起
こ
し
世
界
経
済
は
長
悪
の
階
段
へ
と
転
落
し
て
行
っ
た
。

O
ーは
九

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
低
下
し
た
。
こ
の
価
格
は
六
年
前
の
一
九
二
四
年
に
較
べ
る
と
四
分
の

ア
メ
リ
カ
へ
の
乍
糸
を
主
要
な
輸
出
品
と
し
て
い
た
日
本
の
経
消
を
直
撃
し
た
。

九
年

一
一
月
に
一 

O
斤

(
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
)
あ
た
り

与
し
ハ
川
か
ら
一
九
三
二
年
に

は
五
五
円
に
ま
で
五

一
以
下
で
あ
っ
た
。
大
企
業
で
の
合
開
化
日
賃
下
げ
も
相
次
ぎ
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
労
働
争
議
は
大
規
模
化
、
長
期

化
し
た
。
鐘
淵
紡
績
で
は
一
九
三

0
年
四
月
=
一
万
六
千
人
の
労
働
者
に
対
し
て
賃
下
げ
な
ど
を
発
表
し
、
大
阪
、
ボ
都
、

兵
庫
、
東
京
の
各
工
場
は
相
在
い
に
連
絡
を
と
り
あ
い
つ
つ
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
争
議
は
え
ん
え
ん
五
五
日

日
本
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